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▲
手
作
り
の
お
弁
当
を
食
べ
る

佐
々
木
サ
ト
さ
ん
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん

「
手
作
り
の
弁
当
を
食
べ
て
く
だ
さ
い
」
と
、

婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
（
代
表
五
島
マ

サ
キ
）
が
、
市
内
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄

り
に
お
昼
の
弁
当
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
活
動
は
年
に
四
回
行
わ
れ

て
お
り
、
今
年
で
四
年
目
を
迎
え
ま
す
。
社
会

福
祉
協
議
会
か
ら
材
料
費
の
援
助
を
受
け
作
っ

た
弁
当
を
、
会
員
が
直
接
お
年
寄
り
の
家
に
届

け
て
い
る
も
の
で
す
。

二
月
二
十
四
日
に
行
わ
れ
た
今
年
初
め
て
の

活
動
で
は
、
魚
の
煮
つ
け
、
シ
メ
ジ
ご
飯
、
ケ

ン
チ
ン
汁
の
メ
ニ
ュ
ー
で
作
り
、
五
十
三
人
の

か
た
に
届
け
ま
し
た
。

最
後
に
訪
れ
た
佐
々
木
サ
ト
さ
ん
宅
（
有
明

町
）
で
は
会
員
も
い
っ
し
ょ
に
お
弁
当
を
食
べ
、

健
康
の
こ
と
、
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
気
づ
か
っ
て
い
ま
し
た
。

心
を
こ
め
た
溌

捌
舗
劃
感
撚
聯

蕊
蕊
蕊
蕊
蕊
駕
篭
蕊
韓
辮
蕊

繊
プ
レ
ゼ
ン
ト

凸
。
◆

』
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P ご協力 〈 ださい

〃
献
血
″
と
は
、
人
道
・
博

愛
の
精
神
に
基
づ
い
て
一
人

一
人
が
自
主
的
に
そ
し
て
反

対
給
付
を
も
と
め
ず
自
分
の

血
液
を
不
特
定
多
数
の
人
々

の
た
め
に
提
供
す
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。

去
年
の
五
月
か
ら
今
年
の

二
月
ま
で
に
、
市
内
十
二
箇

所
で
献
血
が
行
わ
れ
、
千
六

鳶

は
の
贈

百
五
十
八
人
が
協
力
さ
れ
ま
し
た
．

ち
な
み
に
私
た
ち
の
体
内
に
は
、
成

人
で
四
○
○
○
～
五
○
○
○
秘
（
４
～

五
〃
）
の
血
液
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

体
重
の
六
～
八
％
に
相
当
す
る
量
で
す
。

（
ふ
つ
う
男
性
約
八
％
、
女
性
約
六
％

程
度
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
）
。

献
血
は
、
事
業
所
や
学
校
の
ほ
か
街

頭
で
行
い
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
ご
協

力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

屯、

篭『輪

（
） 献血量は

ン1本ぐらい

1

字I

●
年
齢
が
満
十
六
歳
以
上
、
満
六
十
五

歳
未
満
の
人

●
体
重
が
男
子
で
四
十
五
姥
、
女
子
で

四
十
姥
を
超
え
る
人

ｇ

●
最
高
血
圧
が
一
○
○
呪
を
超
え
る
人

●
血
液
の
比
重
が
一
・
○
五
二
以
上
の
入

こ
の
よ
う
な
人
な
ら
誰
で
も
で
き
ま

す
が
、
血
液
の
比
重
が
軽
く
て
献
血
で

き
な
い
人
が
以
外
に
多
く
い
ま
す
。
特

に
女
性
に
多
く
、
去
年
の
五
月
か
ら
今

年
の
二
月
ま
で
に
行
っ
た
献
血
で
、
こ

の
条
件
を
満
さ
な
か
っ
た
た
め
献
血
で

き
な
か
っ
た
人
が
百
二
十
人
ほ
ど
い
ま

し
た
。血
液
の
比
重
が
軽
す
ぎ
て
献
血
で
き

な
か
っ
た
人
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

●
三
度
の
食
事
は
欠
か
さ
ず
に
。

●
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

●
イ
ン
ス
タ
ン
ト
や
加
工
食
品
な
ど
の

か
た
よ
り
に
注
意

●
魚
、
肉
、
卵
、
レ
バ
ー
な
ど
の
動
物

性
た
ん
白
質
を
た
っ
ぷ
り
と

●
ほ
う
れ
ん
草
、
こ
ま
つ
菜
な
ど
の
緑

黄
色
野
菜
を
毎
日
欠
か
さ
ず
に
。

次
の
人
な
ら
誰
で
も

で
き
ま
す の

●
一
回
の
献
血
量
は
二
○
○
Ｍ
で
す
。

お
お
む
ね
牛
乳
ピ
ン
一
本
に
当
た
り

ま
す
。
こ
れ
は
人
間
の
体
内
を
流
れ

て
い
る
血
液
の
約
二
十
分
の
一
で
す
。

献
血
さ
れ
た
か
た
に
血
液
検
査
の
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
血
液
型
の

ほ
か
肝
機
能
検
査
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
測
定
、
血
清
た
ん
ぱ
く
質
測
定
、
尿
素
窒

素
測
定
な
ど
の
結
果
を
直
接
本
人
に
封

耆
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
成
人
病

な
ど
の
健
康
管
理
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

医
師
が
検
診
し
ま
す
の
で
決
し
て
ム

リ
な
採
血
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
採
血
の
時
間
は
約
五
分
間
で
す
。
採

血
前
の
健
康
診
断
も
含
め
て
、
十
五

分
ぐ
ら
い
で
終
り
ま
す
。

●
針
を
さ
す
と
き
、
チ
ク
リ
と
す
る
程

度
で
痛
さ
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

●
採
血
当
日
の
入
浴
や
適
量
の
飲
酒
は

か
ま
い
ま
せ
ん
。

●
献
血
後
平
常
の
お
仕
事
を
し
て
頂
い

て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

●
妊
婦
ま
た
は
産
後
六
か
月
た
っ
て
な

い
人

●
有
熱
者
、
そ
の
他
健
康
状
態
が
不
良

で
あ
る
と
医
師
の
診
察
の
結
果
認
め

ら
れ
た
人

●
｜
か
月
以
内
に
採
血
し
た
人

献
血
は
こ
わ
く
は

あ
り
ま
せ
ん

献
血
で
き
な
い
人

あ
な
た
の
健
康
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

ー

献
血
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
自
分

が
健
康
な
の
で
、
少
し
で
も
世
の
中
の

た
め
に
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
た
こ
と

か
ら
で
す
。
市
報
や
週
報
な
ど
で
街
頭

献
血
の
お
知
ら
せ
か
あ
る
と
、
近
所
の

人
た
ち
と
と
も
に
出
か
け
、
六
十
五
歳

ま
で
献
血
し
て
い
ま
し
た
。

や
、
、
、

現
在
六
十
八
歳
に
な
り
ま
し
た
力

健
康
な
の
で
も
っ
と
続
け
て
い
き
た
か

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｒ
Ｈ
マ
イ
ナ
ス
の
「
友
の
会
」
を

二
十
年
ほ
ど
前
血
液
検
査
を
し
た
と

き
に
、
初
め
て
自
分
の
血
液
型
が
Ｒ
Ｈ

マ
イ
ナ
ス
だ
と
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
と
き
以
来
、
い
ざ
と
い
う
と
き

の
た
め
に
極
力
献
血
に
協
力
す
る
よ
う

に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
赤
十
字

血
液
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
「
Ｒ
Ｈ
マ
イ

ナ
ス
友
の
会
」
に
も
入
会
し
て
ま
す
。

市
内
で
も
、
「
友
の
会
」
を
結
成
で
き

た
ら
よ
い
の
で
す
が
。 雲織

六
十
五
歳
ま
で
続
け
る

…

‘少

黒澤つやさん

（本町）

68歳

沼田博邦さん

（本町）

46歳

(2)



｜
嶽
謝
獄
遍
歴
関
ず

氏
に
支
払
っ
た
千
七
百
七
十
三
万
課
長
及
び
関
係
職
員
か
ら
事
情
を

自
貝

八
千
円
は
不
当
で
あ
る
と
認
め
ら
聴
取
し
た
。

一
月
二
十
四
日
に
通
知
》
熊
腰
璽
羅
畦
↓
蕊
騨
二
と
に
奮
い
ゞ

一

市

を
、
補
填
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
は
、
昭
和
五
十
八
年
九
月
十
三
日

今
年
一
月
十
三
日
、
市
内
石
滝
、
梶
山
正
範
さ
ん
か
ら
給
与
請
求
し
た
も
の
で
あ
る
。
付
で
免
職
処
分
か
ら
停
職
処
分
へ

の
支
払
い
を
不
当
と
し
て
、
市
監
査
委
員
に
監
査
請
求
を
出
し
口
請
求
人
の
陳
述
と
処
分
の
変
更
が
行
わ
れ
、
こ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
二
月
二
十
四
日
、
市
監
査
委
員
は
「
支
給
さ
地
方
自
治
法
第
二
四
二
条
第
五
に
よ
っ
て
須
田
総
一
郎
氏
は
、
市

れ
た
給
与
は
公
金
の
不
当
な
支
出
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
の
項
の
規
定
に
よ
り
、
請
求
人
に
対
職
員
と
し
て
の
身
分
を
当
該
処
分

結
論
を
出
し
告
示
、
梶
山
さ
ん
に
通
知
し
ま
し
た
。
し
昭
和
五
十
九
年
二
月
一
日
陳
述
の
日
を
も
っ
て
回
復
し
た
。

そ
の
監
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
の
機
会
を
与
え
た
。
須
田
総
一
郎
氏
に
対
す
る
給
与

日
監
査
の
対
象
及
び
事
情
聴
取
に
は
、
停
職
期
間
を
除
き
、
高
萩
市

昭
和
五
十
九
年
一
月
十
三
日
に
受
理
し
を
行
い
須
田
総
一
郎
氏
を
復
職
に
つ
い
て
職
員
給
与
に
関
す
る
条
例
等
に
よ

し
た
標
記
請
求
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
さ
せ
た
行
為
は
、
正
当
性
を
欠
く
監
査
は
会
計
課
、
市
長
公
室
職
っ
て
、
支
出
さ
れ
て
お
り
公
金
の

法
第
二
四
二
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
行
為
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
員
課
を
主
と
し
、
証
拠
書
類
の
提
不
当
な
支
出
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

き
、
監
査
し
た
結
果
を
通
知
す
る
。
’
三
三
三
三
三
三
二
三
一
三
三
一
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
一
三
三
三
一
一

三
三
三
三
一
一
三
三
三
三
一
三
三
三
三
一
三
三
一
三
二
三
三
一
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三

三
二
三
三
三
三
一
三
一
三
三
三

己

受
け
ら
れ
な
い
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
不
い
住
所
で
新
た
に
申
請
を
。
国
民
年
金

三
一
口

一
、
請
求
の
受
理
都
合
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
は
新
住
所
で
住
所
変
更
の
手
続
き
を
し

猿
論
求
は
所
；
定
髪
件
鐙
の
に
囑
出
は
期
間
内
に
必
ず
山
Ｌ
ま
し
卓
；
だ
譽
ぃ
。

脆
郵
閏
一
㎡
慰
謝
し
は
め
訓
．
《
市
役
所
へ
の
属
出
〉
潔
罐
蓬
繁
羅
謝

し
た
。
①
住
民
登
録
の
手
続
き
は
市
役
所
で
転
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
．

越
き
早
出
証
仙
書
…
い
十
四
川
以
内
に
⑤
自
動
噸
を
お
梼
喝
御
か
た
峰
陸
運
睾

二
、
監
査
の
実
施

措
置
請
求
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
新
住
所
地
で
転
入
届
を
す
ま
せ
て
く
だ
務
所
で
登
録
変
更
手
続
を
。
転
居
先
が

つ
続
お
ゞ
い
”
“
崎
県
内
と
他
聯
県
…
場
合
で
ゞ

事
項
、
請
求
人
が
提
出
し
た
事
実
を

引
手
綱
鵠
謀
蕊
電
所
鰯
蕊
漣
謹
鱸
謝

証
す
る
書
面
及
び
請
求
人
の
陳
述
の

内
容
を
勘
案
す
る
と
、
監
査
請
求
の

要
旨
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
③
国
民
健
康
保
険
証
は
返
却
し
、
新
し
署
ま
た
は
警
察
の
自
動
車
試
験
場
へ
。

の

Ｈ
請
求
の
要
旨
春
は
転
勤
や
入
学
、
就
職
と
、
引
っ

大
高
市
長
が
公
平
委
貝
会
《
又
越
し
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
忙
し
さ
に
追

は
裁
判
所
の
裁
決
に
よ
ら
ず
た
だ
わ
れ
て
、
つ
い
忘
れ
が
ち
な
の
が
転
出

司
法
判
断
を
理
由
に
、
自
分
の
考
や
転
入
に
伴
う
届
け
で
す
。
う
っ
か
り

え
で
前
市
長
の
処
分
の
不
当
性
が
手
続
き
を
忘
れ
る
と
、
選
挙
に
参
加
で

立
証
で
き
た
と
し
て
処
分
の
見
直
き
な
か
っ
た
り
、
国
民
年
金
の
給
付
を

悪
撒
一
置
識
求
に
一
一
趣
碓
極
溌
査
撒
蕊
一

ー

か
ら
、
大
高
市
長
が
、
昭
和
五
十
出
を
求
め
、
収
入
役
、
総
務
部
長

八
年
十
一
月
十
七
日
須
田
総
一
郎
市
長
公
室
長
、
会
計
課
長
、
職
員

●

ー

我
４
回
昼

二
一
〆
Ｌ

鎚
蝋
謎
識
識
溌
溌
鐡
溌
辮
鍛
鋤
嚇
辮
群
謹
斡
繍
鱸
騨
峠
郡

錨
諦

蝉
鍼
鈴
舜
獅

》
率

灘
席
業
。
所
は
鶴

溌
出
職
す
役
た
蕊
”

ル

ユ

学

皇

一

瀞
稚
巽

》
評
齢
元
で
諦
喉
》

蔚
椿
年
｝
坐
畦
高
緯
識

辮
連
名
け
岨
帥
輌
辮

溌
・
氏
も
月
１
１
鴬
》

１
１
錘
裁

鶏
答
・
で
３

２
輔
蕊

蜘
斑
回
所
話
１
⑳
鋳

鍵
の
住
電
町
話
蕊

織
卜
に
。
本
電
嬢

篭
一
き
と
市
＃
Ｉ
～
蕊Ｍ帯吊

集
読
”
碇
Ｌ
諦
癖
．
癖

送
切
広
ぞ
蕊

蟇
峅
罐
郵
織
部
醗
翫
織り霧誰
醸

を
轆
勤
祉
詞
樫
蜂
ト
癖

一
瞬
娃
輌
舜
姉
岬
瀝
型
識郭繊

夕
灘

二
魂
歴
１
望
識

”
要
鶴

モ
畦
軸↓

畦
認
識

柵
一
武
峰
粍
佃
詑
》

一

３
対

》
一
Ｆ
や
包
輌
一
ｊ

蕊
鶴
霧
篭
蕊
蕊
》
旧



■
高
萩
市
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
及

び
補
充
貝
の
選
挙
に
つ
い
て

○
選
挙
管
理
委
員

広
木
允
明
Ⅱ
若
栗
一
三
八

長
久
保
虎
夫
Ⅱ
赤
浜
二
七

棚
谷
寛
Ⅱ
秋
山
一
二
三

石
安
太
郎
Ⅱ
春
日
町
二
’
二
五

○
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

佐
川
信
一
Ⅱ
肥
前
町
一
二

神
代
平
Ⅱ
上
手
綱
三
四
○
三

鈴
木
保
三
郎
Ⅱ
横
川
一
六
八

宮
田
重
則
Ⅱ
秋
山
一
八
五
二

■
高
萩
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

（
穂
積
政
次
Ⅱ
上
手
綱
二
二
七
七
に

同
意
）

■
高
萩
市
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に

つ
い
て

（
佐
川
誠
太
郎
Ⅱ
上
君
田
一
五
二
六

に
同
意
）

■
高
萩
市
集
会
所
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

１
川
』

第4回定例市議会

人
事
案
件
な
ど
を
決
定

十
二
月
十
三
日
か
ら
開
会
さ
れ
た
昭
和
五
十
八
年
第
四
回
市
議
会

定
例
会
は
、
十
一
一
月
二
十
六
日
閉
会
し
ま
し
た
。
人
事
関
係
一
一
一
件
、

報
告
関
係
六
件
、
予
算
関
係
二
件
、
条
例
関
係
一
一
件
、
そ
の
他
一
件
、

合
計
十
四
件
の
提
出
案
件
を
審
議
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
決
定
し
ま

し
た
。
そ
の
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
上
手
綱
に
千
代
田
集
会
所
を
新
築
）

■
昭
和
五
十
七
年
度
高
萩
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
王
岬

■
昭
和
五
十
八
年
度
高
萩
市
一
般
会
計

補
正
予
算

■
昭
和
五
十
八
年
度
高
萩
市
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算

■
昭
和
五
十
八
年
度
高
萩
市
工
業
用
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算

請
願
・
陳
情
書
に
対
し
て
審
議
さ
れ

た
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

■
採
択
さ
れ
た
も
の

○
水
道
料
金
の
郵
便
局
自
動
払
い
込
み

制
度
取
り
入
れ
に
関
す
る
陳
情

○
車
椅
子
使
用
者
の
生
活
改
善
に
関
す

る
陳
情

○
石
滝
地
区
集
会
所
新
築
に
関
す
る
請

願
■
継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

○
外
国
人
登
録
法
（
指
紋
押
捺
な
ど
）

請
願
・
陳
情
薑
審
査
報
告

（
》

各
議
員
か
ら
次
の
よ
う
な
項
目
で
一

般
質
問
が
あ
り
ま
し
た

○
市
営
斎
場
の
件
に
つ
い
て

○
特
別
老
人
ホ
ー
ム
建
設
の
件
に
つ
い
て

○
市
道
路
線
の
整
備
に
つ
い
て

○
職
員
の
復
職
に
つ
い
て

○
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
充
実
に
つ
い
て

○
商
工
業
振
興
に
つ
い
て

○
高
萩
市
に
お
け
る
生
涯
教
育
の
現
状

と
将
来
に
つ
い
て

○
事
務
の
効
率
向
上
に
つ
い
て

○
教
育
行
政
に
つ
い
て

○
保
健
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

○
養
護
学
校
誘
致
に
つ
い
て

○
水
路
改
修
に
つ
い
て

○
新
年
度
に
お
け
る
重
点
施
策
に
つ
い
て

○
公
共
用
地
の
利
用
に
つ
い
て

○
老
人
医
療
の
無
料
化
に
つ
い
て

の
是
正
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関

す
る
陳
情

｜
般
質
間
の
要
旨

＝＝＝ニーーニーー＝さ＝
一
堂
ユ

ー
ニ
坐
一
一
葦
恒 ＝'2雲､＝ ＝＝ヱーヱーーー

‐手綱工業団地へ愈業 を
現
在
、
手
綱
工
業
団
地
に
は
六
社
が
進
出
操
業
し
て
お
り
、
三

社
が
進
出
決
定
し
、
工
場
建
設
ま
た
は
建
設
準
備
中
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
工
業
団
地
に
九
区
画
約
二
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
分
譲
地
が

あ
り
ま
す
の
で
、
企
業
誘
致
の
促
進
を
図
る
た
め
、
「
茨
城
県
北

部
地
域
工
業
立
地
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
二
月
八
日
は

東
京
、
二
月
九
日
は
大
阪
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
ス
ラ
イ
ド
に
よ

り
、
手
綱
工
業
団
地
の
説
明
、
交
通
体
系
、
生
活
環
境
、
文
教
文

化
、
観
光
レ
ジ
ャ
ー
等
を
紹
介
し
た
あ
と
、
松
田
義
幸
氏
（
筑
波

大
学
助
教
授
）
、
伊
坂
一
郎
氏
（
山
之
内
製
薬
㈱
高
萩
工
場
長
）
、

原
口
良
英
氏
（
㈱
大
心
苑
社
長
）
、
稲
田
道
子
氏
（
社
会
教
育
指

導
員
）
が
意
見
を
発
表
。
最
後
の
質
疑
応
答
で
は
活
発
な
意
見
が

と
び
か
い
、
セ
ミ
ナ
ー
の
雰
囲
気
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
方
式
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
は
新
手
法
で
企
業
誘
致
の

促
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

鞭職羅癖彰鍵 鍵¥籍爵罷難踊溝熊謡鐙瀞

鍵蝉…
磯

東
京
・
大
阪
で
開
催

甥

工業立地セミナーで企業誘致のため、高萩市を

紹介する大高市長

(4)



員給与等の則犬

恒例の出初式1)人件費の状況（普通会計決算

住民基本台帳人口(年度末）

58． 3 ．31

33．897人 恒
例
の
消
防
出
初
式
か
、
｜
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

月
八
日
行
わ
れ
ま
し
た
。
去
年
○
消
防
庁
長
官
表
彰
Ⅱ
下
山
田
源
太
郎

ま
で
は
市
役
所
前
通
り
で
し
た
○
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
Ⅱ
小
林
高
弘
、

が
、
今
年
か
ら
有
明
町
（
駅
東
佐
川
保
、
沼
田
浩
、
鈴
木
伸
司
、
菊

口
か
ら
海
岸
に
通
ず
る
市
道
上
）
地
茂
明
、
佐
川
元
、
樫
村
雄
幸
、
大

に
変
更
し
、
号
令
高
ら
か
に
今
部
勝
央
、
三
代
幸

年
一
年
間
の
火
災
予
防
を
願
い
○
茨
城
県
知
事
表
彰
四
十
年
以
上
Ⅱ

ま
し
た
。
下
山
田
源
太
郎
一
一
一
十
年
以
上
Ⅱ
沼

な
お
、
表
彰
者
は
次
の
と
お
田
浩
、
浅
川
徳
夫
、
鈴
木
伸
司
、
鈴

千'三リ
1.502.831 23,37％

今。人件費には、特別職1

2)職員給与費の状況

支給される給料、報酬等を含む。

(普通会計予算）
¥▲

区分職員数 爪':1
A給 料職員手当

千円 千円
58年度 299人 742,246 88.308299人

人当た
与
B/A

千円
3．817

|）

費
）

陰’
費ブー

期末・ 計
勤勉手当 B

千円 千円

310，632 1，141，186

二L I

１
給
Ｉ

｛ま
。職員手当には退職手当を含まない。
。給与費は当初予算に計上された額である。

(3)職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（58年4月1日現在
凡
叉
向
而 行 政 職

額｜平 均 年 齢
38．1歳

40．1歳

38.1歳 町 ’

(4)職員の初任給の状況（58年4月1日現在）
芽
司

一
に
房
に
， 萩 市 国 ー

区 分 採用2年後

給料額

138,300円

採用2年後

給料額

112,600円

決定初任給 初任給

101,900円
室
‐
一
坐
‐

学
校

大
一
局

114,200円

101,900円
一般行政職

114,200円| 85,900円 91,500円

(5職員の経験年数別･学歴別平均給料月額の状う兄（58年4月1日現在）

木
藤
雄
、
大
島
義
市
、
村
松
信
夫
、

豊
田
収
二
郎
、
松
本
信
夫
、
鈴
木
高

雄
、
野
木
盛
吉
、
本
多
忠
二
、
鈴
木

康
司
、
神
長
政
男
、
菊
地
茂
明
、
佐

川
元
、
樫
村
雄
幸
、
大
部
勝
央
、
三

代
幸
一
一
十
年
以
上
Ｉ
菅
野
勇
進
、

鈴
木
孝
一
、
塩
沢
実
、
鈴
木
斎
、
宇

佐
美
卓
、
柴
田
進
、
柴
田
正
雄
、
鈴

木
敬
三
、
柴
田
定
一
、
沼
田
當
一
、

佐
川
好
男

○
茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

優
良
分
団
Ⅱ
第
十
五
分
団

経験年数I:撰協
208,483円

f 朧験年数;:"iilii
239,050円

経験年数蕊燕
293,000円

区 分

－…職卜誉綴|
･経験年数とは、卒業後直ち↓

183,374円 217,15()円 256,455円
采用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数を’

ものである。

(6卜般行政職の等級別職員数の状況（58年4月1日現在）

区 分' 1等級
標準的な｜ 一標準的な

螺

鋤

軒

恥

峨

級
事
師
人
％

等

賂

８

７
、
王
技

６

郭

幹

弘

跳

ｎ
月
斗
今
０

６
、
王
閉

級
長
任
人
％

等
㈹
３

５
係
、
王
馴

級
長
事

人

％

等
参
記
１

４
課
副
”

5等級6等級

唾主幹
60人’49人

4等級

蕊量1
－面刀

騨
一
雲
榊
一
恥

’2等級 3等級

剛屋
琴學

9人

雪上

同’

職務内容

職員数

構成比

側
〈
〃
幻

２
０
期
Ⅲl － 46％｜

。高萩市の給与条例に基
･標準的な峨務内容とは

(7)職員手当の状況

〈給料表の等級区分による職員数である。
それぞれの等級に該当する代表的な職名である

功
労
章
表
彰
Ⅱ
沼
田
浩
○
高
萩
市
長
表
彰
退
職
団
員
感
謝
状

優
良
消
防
職
員
表
彰
Ⅱ
永
村
秋
光
贈
呈
Ⅱ
豊
田
恒
、
石
沢
隆
、
鈴
木
孝

永
年
勤
続
消
防
職
団
員
妻
女
に
対
す
一
、
宇
佐
美
忠
、
矢
代
正
己
、
大
都

る
感
謝
状
Ⅱ
鈴
木
ち
ゑ
の
、
沼
田
栄
直
教
、
棚
谷
和
市
、
柴
田
俊
弘
、
小

子
、
浅
川
三
恵
子
、
鈴
木
こ
と
、
佐
野
忠
義
、
下
山
田
源
太
郎
、
佐
藤
弘

川
さ
だ
子
、
豊
田
久
子
、
佐
川
真
子
、
美
、
佐
川
保
、
鈴
木
敬
之
介
、
鈴
木

鈴
木
美
代
、
大
島
ヒ
サ
子
、
村
松
チ
利
明
、
大
島
義
市
、
鈴
木
藤
雄
、
山

ョ
、
豊
田
友
子
、
松
本
サ
ワ
、
鈴
木
形
一
、
柴
田
定
一
、
佐
川
一
芳
、
佐

ハ
ッ
イ
、
野
木
梅
子
、
本
多
か
ね
、
川
徳
行
、
菊
地
茂
明
、
菊
地
義
隆
、

伸
長
美
佐
子
、
佐
川
節
子
、
樫
村
き
○
消
防
長
表
彰
Ⅱ
第
三
、
第
十
八
分
団

ょ
美
、
三
代
シ
ヅ
エ
、
大
部
は
っ
江
、
○
消
防
団
長
表
彰
Ⅱ
第
十
四
分
団

菊
地
美
智
子

区 萩 市

58年度支給割合

期 末 勤 勉

1．4 月分0．5 月分

1 ．9 〃 0．6 〃

月分

〃

賑服

分 国

58年度支給割合

局

期 末

1.4 月分

ー勤 勉

0－5 月分6月期
期末

手

勉
当
勤

12 〃

3 〃

四
一
肺

1．9〃 0．6 ノノ

0．5 〃

3.8 " 1 .1 "

自己都合勧 奨

60 月分65.2575月分

21 〃 29．6625 〃

41了25 〃 55.935 〃
48，125 〃 65．2575〃

″｜″

3．8 〃

自己都合

″
″″
５

５２
２１合●

８１１４４２

晒
一
邪

″
｜
″ 1．1 〃計 3．8 〃 1．1 〃

（支給率） 自己都合勧 奨

最高限度額60.0月分 67.5675月男

退蝋手当:瀧溌， ,！‘繩＃
勤続35年 485 〃 ’675675 〃

分一

口洵″

５
７５

６５５８
７６
６３

(注） 1 退職手当の支給率は、昭和58年4月1日現ｲiそのものであります。
2 本市は、茨城県市町村総合事務組合. （県内全市町村で構成）に加入しているので、
当該組合の退職手当条例の規定により退職手当が支給されます。従って県内全市町
村の支給率は、同率であります。

(8)特別職の報酬等の状況（58年4月1日現在）

報酬月額 末 手

I
分
長
役
係

給料月額

610,000円
500,000円
450,000円

～震
~~

、､~
､～

上
．

期

、= | ！…支給書恰'‘墹恥ヘ

駐誉
０
０
０

０
７
５

３
２
２

000円
000円

000円
58年度支給割合)3．8月分

(5)

区分

57年度

歳出額A

千円

6，430，449

ﾍ件質Bl脳

区 分

－
１－

↑
火
↓
禾

吉
向 223.295円

国 208.29719

平均給料月額



蕊難職 溌
零
ス 高萩ラグビー

フットボールクラブ
，
β
鷺
萢
簿
、
〉
、

蝋
嘩
惣§灘篭鍵

、
開
鈩

毎
謹
祷

蕊
§

壁 》
》

／

7
ｸ
ﾉ／

リ
ノノ

戦
争
で
両
親
と
妹
二
人
を
失
っ
た
体

験
を
も
と
に
し
た
「
ガ
ラ
ス
の
う
さ
ぎ
」

の
著
者
・
高
木
敏
子
さ
ん
を
囲
む
会
が

一
月
三
十
日
、
中
央
公
民
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。

会
場
に
は
、
市
内
を
は
じ
め
日
立
市
、

北
茨
城
市
か
ら
も
読
書
ク
ラ
ブ
員
百
二

十
人
が
詰
め
か
け
「
悲
惨
な
戦
争
を
二

度
と
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
訴
え

る
高
木
さ
ん
の
話
に
、
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

著
者
を
囲
む
会

／

リ（
） ／

"〃男のスポーツ

圭
柾
の
今
は
〃
趣
味
の
ラ
グ
ビ
ー
〃
と
し
て

高
う
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
若
い
人
た
ち
も
、

諦
毒
ど
ん
ど
ん
入
部
し
て
ほ
し
い
て
す
＃
」

ゞ
１

人
し
と
、
部
長
の
佐
藤
誠
一
さ
ん
。

年
う
近
ど
○
ク
ラ
ブ
員
現
在
四
十
六
人

男
○
入
部
申
込
先
佐
藤
（
己
一
三
～
二

二
六
六
）
ま
で

ニラク､､仁・
／／ｰているスボーヅ

リのぶつか')合し が魅力でず

結
成
以
来
八
年
に
な
る
と
い
う
「
高
川

萩
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
」
川

は
、
県
の
社
会
人
リ
ー
グ
に
加
盟
し
、
Ⅲ

昨
年
県
北
地
区
で
優
勝
し
た
実
力
の
あ
川

る
チ
ー
ム
で
す
。

「
学
生
の
時
は
練
習
も
き
つ
く
て
〃
苦
川

し
み
の
ラ
グ
ビ
ー
〃
で
す
が
、
社
会
人
Ⅲ

口
一

識．
［乱

舞;糠謙

‘ :､≠蕊…
I

一

一
幸一

県
北
地
区
優
勝

嬢
心

鐘警．波興‘
･ " 土患 覧 ,

県
社
会
人
リ
ー
グ

、

γ

、

、

、

》

誰

“

、

ｒ

》

感
蕊

ふ‐

2月15日、春日町の日専連会館で青年

会議所と市長との新春放談が行われ、行

政計画や市の将来について活発な意見が

とりかわされました。

蕊豊津く 蕊
識

鰯簿 準驚灘騨鐵

〃
残
雪
を
け
散
ら
し
て
〃

鰭
講
毒
瀞
熟

ー 鋪

秋
山
・
松
岡
で
子
供
会
駅
伝
大
会

§

毎
年
恒
例
の
こ
の
大
会
は
、
子

ど
も
た
ち
の
体
力
増
進
、
地
区
相

互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
楽
し

み
に
し
て
い
た
地
域
の
人
た
ち
は
、

寒
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
さ
か
ん

に
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

蕊
松
岡
支
部
の
成
績

①
南
組
Ａ
②
下
組
Ｃ
③
青
空

、
秋
山
小
学
区
の
成
績

①
秋
山
中
②
和
野
③
島
名
東

録
Ａ

二
月
十
九
日
松
岡
支
部
子
ど
も

会
で
、
二
十
六
日
に
は
秋
山
小
学

区
子
ど
も
会
で
、
そ
れ
ぞ
れ
地
区

対
抗
の
駅
伝
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
弓

溝

安良川公民館（旧農協）が改装さ

れ、明るく使いやすくなりました。

地域のコミュニティー活動にご利用

ください。

○申込先照山（丑⑫2356）へ。

なお、－階は広域下水道組合事務

所、公民館は二階になっています。

(6)



i

蝉も

雷新雪の感触を
感蔦

織

輪

漣
凸ゅ ①

蕊

撫室篝蕊琶靜
鈴

D ・ ・舌。:o･すず茜f･■ざ｡､
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■
●

繭この冬
は
全
国
的
に
雪
が
多
く
、
道

路
・
鉄
道
な
ど
の
交
通
機
関
の
マ
ヒ
、

ま
た
、
足
を
滑
ら
せ
て
ケ
ガ
を
す
る
人

が
出
る
な
ど
、
す
っ
か
り
厄
介
者
扱
い

さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
ス
キ
ー
フ
ァ

ン
に
は
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
各
ス
キ
ー

場
と
も
何
年
ぶ
り
か
で
雪
が
豊
富
。
ス

キ
ー
教
室
の
参
加
者
た
ち
も
、
新
雪
の

感
触
を
大
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ｗ
一
方
で
ス
キ
ー
フ
ム

リ
か
で
雪
が
豊
富
。
ス

＃

寵

霊夢
識

Ｊ

ｉ

必

水

と

生

活

く
い
ま
す
。
各
ス
キ
ー
《
。
給
水
装
置
の
工
事
ゞ

熟
薪
選

蕊
蟻
一
《
致
童
鯵
蝉
強
迄
蔦

卯
者
た
ち
も
、
新
雪
の
一
静
の
指
定
を
受
げ
た
水
道
工
事
店
以
外

未
し
ん
で
い
ま
し
た
。
一
ば
で
き
ま
麩
叫
礎

一

唖

羅

掘

鍾

壷

叩

鐸

》

豆

ゞ

蕊
口
鼎
一
斗
一
缶
Ｊ
唯
到
》
”
｝

》
：

一
》

壼
蕊
市
の
給
水
条
例
で
固
４
禁
止
さ
れ
て

恥

唖

ふ
灘
職
蝋
。
一
顎
鮮
口
織
詞
識
溌
灘
雛

榊
湿
静
耐
邸
睦
一
唾
一
叩
紗
皿
口
歩
道
を
正
舩
ｋ
使
い
ま
じ
よ
う

譲
与

坪

に

や

串串軸
甲Ｈい

｝一

2月17日から19日まで、山形蔵

王スキー場で「市民スキー教室」

が行われ、 30人が参加しました。

有名な、樹氷〃 も見ごろで初め

て見る人が多く 、 このみごとな雪

の造形物をながめながら、スキー

を楽しんでいました。

ー

ゞ
：
水
道
課
Ｉ
垂
１
Ｊ
》
環
境
庁
で
は
、
第
三
回
司
緑
の
国
勢

〈

④
引
き
込
み
給
水
管
相
互
の
連
絡

一
調
査
」
の
一
環
と
し
て
今
年
か
ら
実
施

⑤
給
氷
管
に
汚
水
の
逆
流
す
る
お
そ
訟
一
す
る
「
動
植
物
分
布
調
査
」
へ
の
参
加

称
の
あ
る
装
置
や
機
械
器
具
と
の
直
結
、
》
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

⑥
水
道
課
が
定
め
て
い
る
規
格
以
外
の
》
こ
の
調
査
は
、
広
く
一
般
の
自
然
愛

剛
特
殊
な
給
水
用
具
の
使
用
？
：
皇
好
者
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
を

○
指
定
水
道
工
事
店
品
亜
求
め
て
、
我
が
国
の
動
植
物
の
分
布
状

駁
神
永
工
業
所
冠
二
三
州
三
一
三
一
齢
況
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

ゞ
一
大
松
設
備
工
業
念
二
二
が
二
七
一
扇
調
査
対
象
に
は
、
カ
ブ
ト
ム
シ
・
タ
ン

一
鈴
木
電
王
社
《
室
一
二
恥
三
○
種
薄
《
一
ポ
ポ
・
ヒ
バ
リ
な
ど
の
身
近
な
動
植
物

榊侯

歩

州
大
勝
工
業
斗
訟
二
二
叩
五
四
四
三
、
一
や
、
き
れ
い
な
水
に
し
か
住
め
な
い
サ

獄
豊
田
工
業
所
冠
二
二
脈
三
五
七
三
ワ
ガ
ニ
・
ヤ
マ
メ
な
ど
私
た
ち
の
生
活

》
下
山
田
管
工
所
ご

一
二
湫
個
五
缶
再
《
一
環
境
の
状
況
を
知
る
目
安
と
な
る
動
植

常
北
住
宅
設
備
壷
二
三
叩
五
六
五
三
脚
一
物
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

ナ
バ
ナ
エ
業
壷
二
二
一
小
二
八
九
六
単
連
絡
先
〒
三
一
○
水
戸
市
三
の

恥咄

》

憩
力
セ
雍
毎
罐
碓
機
器
瀞
一
一
》
識
￥

を
丸
一
～
五
～
三
八
茨
城
県
環
境
局

“
録

盆
二
三
恥
六
三
二
堀
環
境
管
理
課
保
護
グ
ル
ー
プ
（
壷
○

ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
Ｌ
二
九
二
～
二
四
～
三
八
○
七
）

二
月
十
九
日
、
高
萩
小
体
育
館
で
「
第

八
回
な
わ
と
び
大
会
」
が
行
わ
れ
、
二

十
八
チ
ー
ム
、
四
百
五
十
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
高
萩
小
支
部
子
ど
も

会
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
年
々
参
加

者
が
増
え
、
技
術
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

※
成
績
児
童
男
子
①
今
川
隆
児
童

女
子
①
小
林
か
お
り
一
般
男
子
①

若
松
健
一
一
般
女
子
①
井
上
篤
江

団
体
①
本
町
ヤ
ン
グ
マ
ン
Ａ

）

参
加
四
百
五
十
人

な
わ
と
び
大
会

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

緑
の
国
勢
調
査

＝＝

高
橋
竹
山
リ
サ
イ
タ
ル
」

○
時
問
午
後
一
一
時

○
入
場
料
Ａ
席
千
八
百
円

Ｂ
席
千
五
百
円

｜
月
二
十
五
日

「
津
軽
三
味
線

(7)



－ －

あと一年

科学万博

帥。,85

入場券を前売りします
科学万博一つくば’ 85の開催日は、昭和60

年3月17日。あと一年に迫った会場地では、

開催に向けて政府館と一部民間パビリオンの

建設が進められています。

茨城県で行われるこの一大イベントをぜひ

ご覧になってください。入場券の前売りをい

たします。

三

三

三

三

三
＝

〈
）

今
年
は
市
政
施
行
三
十
周
年
を
迎
え

ま
す
。
そ
の
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て

市
民
憲
章
推
進
協
議
会
で
は
、
「
自
然

を
た
い
せ
つ
に
し
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
Ｌ

を
進
め
る
た
め
植
樹
を
行
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
の
も
と
に
、

桜
の
苗
木
な
ど
百
五
十
本
を
植
え
ま
す

の
で
、
当
日
は
会
場
へ
直
接
お
こ
し
く

だ
さ
い
。

日
時
三
月
二
十
五
日
午
前
十
時
か
ら

場
所
森
林
公
園
、
花
員
ダ
ム
サ
イ
ド

（
上
図
斜
線
の
部
分
）

※年齢は、昭和60年3月17日現在

○割引率15％（当日売りの入場券は、大人

2,700円、中人1,400円、小人700円

です）

○前売り期間昭和59年3月17日から昭和59

年8月16日まで

ご希望のかたは、市役所経済部商工課観光

係（冠0293側2111内線462)へどうぞ

の
苗
木
な
ど

群
鞭
識
蕊
懸
鋸
《
鍵
譲
●
講
澱
》

蕊
百
五
十
本

一
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
Ⅱ
互
壬
具
Ｉ
は
、

｜
日
本
全
土
の
深
山
に
は
え
て
い

あ
る
…
…
」
と
い
っ
て
い
る
。

風
雨
や
気
温
な
ど
す
べ
て
の

現
象
や
、
地
質
の
自
然
的
条
件

の
中
の
生
物
の
営
み
、
動
植
物

の
生
育
に
作
用
す
る
こ
と
も
う

な
ず
け
る
。

着
物
の
色
調
が
き
ま
る

例
え
ば
、
杉
は
本
州
、
四
国
、

九
州
に
生
え
、
シ
イ
ノ
キ
や
カ

シ
類
は
暖
帯
に
、
ミ
ズ
ナ
ラ
や

ブ
ナ
は
温
帯
と
い
う
や
や
涼
し

い
と
こ
ろ
に
生
え
る
。

高
萩
市
あ
た
り
は
、
こ
の
温

帯
と
、
暖
帯
の
植
生
が
、
ま
ざ

っ
て
い
る
興
味
あ
る
地
域
で
あ

気
温
な
ど
す
べ
て
の

る

分
厚
い
本
に
よ
る
と

そ
の
一
節
に
「
植
生
は
空
間
的
に
は
、

裸
の
大
地
を
被
っ
て
い
る
緑
の
着
物
で

⑭
曙
」
ま
、

然
Ｉ
Ｉ
え
た

自

空
中
の

地
質
の
自
然
的
条
件
が
、
そ

ー

「
植
生
」
と
い
う
こ

と
ば
か
あ
る
。
平
凡
社

の
世
界
大
百
科
事
典
に

も
の
っ
て
い
な
い
新
し

い
学
問
で
あ
る
。

宮
脇
昭
博
士
（
横
浜

国
立
大
学
教
授
、
一
昨

年
あ
た
り
中
央
公
民
館

で
講
演
さ
れ
た
か
た
）
の

責
任
編
集
に
よ
る
「
日

本
植
生
便
覧
」
と
い
う

い
ま
の
花
貫
川
ぞ
い
の
植
物
も
、
造

林
の
た
め
の
杉
、
桧
、
栽
植
し
た
桜
な

ど
を
の
ぞ
く
と
、
す
べ
て
植
生
に
か
な

っ
て
、
つ
ま
り
、
「
生
地
の
色
が
き
ま

っ
て
い
る
」
の
で
あ
る
。

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

る
こ
の
写
真
は
市
内
ブ
ン
ゼ
ィ
で
撮

っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
読
者
の
中
に
は
、

庭
へ
も
っ
て
く
る
と
、
と
け
る
よ
う
に

な
く
な
っ
て
ゆ
く
の
を
体
験
し
た
か
た

か
多
い
と
思
う
。

市
内
の
平
坦
部
で
は
、
そ
だ
て
る
の

が
む
ず
か
し
い
．
あ
る
種
の
手
入

人
工
が
必
要
の
よ
う
で
あ
る
。

な
る
ほ
ど
、
適
し
た
気
象
や
立
地
条

件
に
さ
か
ら
わ
な
い
の
が
一
番
い
い
方

法
だ
と
わ
か
る
。

（
１
）

(8)
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｜ 料金
,’ 2.300円

普通入場券 中人

小人

茜15歳以上23歳末浦

600円|満4歳以上'5歳末橘

1,190円

適用範囲

荷23歳以ﾄ。



永
禄
三
年
二
五
六
○
）
の
記
事
に

「
道
宣
十
一
・
六
宿
二
郎
四
郎
」

「
妙
心
霊
十
一
・
七
宿
藤
衛
門
む

す
め
」
と
み
え
る
。
永
禄
九
年
二
五

六
六
）
に
も
、
「
妙
永
霊
三
・
十
四

宿
藤
衛
門
娘
」
と
あ
る
。
二
郎
四
郎

や
藤
衛
門
親
子
が
住
ん
で
い
た
「
宿
」

と
は
、
ど
こ
で
あ
ろ
う
か
。
宿
と
あ
る

か
ら
に
は
、
か
な
り
家
並
が
立
ち
な
ら

満‘“－
('00)9厳史
赤浜妙法寺過去帳

（八十九）

志田諄一

無
料
人
権
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
、

人
権
擁
護
委
員
こ
利
用
く
だ
さ
い
．

○
と
き
三
月
二
十
六
日
、
午
前
十
時

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
じ
で
し
長
久
保
忍
（
赤
浜
八
五
三
）
か
ら
午
後
三
時

よ
う
か
。
人
権
は
、
人
間
が
平
和
に
暮
恋
二
二

四
四
二
二
○
と
こ
ろ
市
民
セ
ン
タ
ー
（
春
日
町
）

ら
し
て
い
く
う
え
で
最
も
大
切
な
権
利
○
山
口
安
一
（
安
良
川
三
○
）
○
相
談
貝
市
人
権
擁
護
委
員

で
す
。
冠
二
三
’
二
二
○
’
法
務
局
職
員

市
内
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
（
○
印
は
新
任
）

横
川
地
区
に

れ
た
次
の
人
権
擁
護
委
員
が
お
り
ま
す
。
以
上
の
四
人
で
す
。

新
任
民
生
・
児
童
委
員

大
和
田
知
之
（
有
明
町
一
’
二
○
）
人
権
問
題
で
お
悩
み
の
か
た
は
、
い

冠
二
三
’
七
一
五
一
っ
て
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
横
川
地
区
の
民
生
・
児
童
委
貝
に
、

鈴
木
広
次
（
上
君
田
五
三
七
）
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
鈴
木
徳
樹
さ
ん
（
横
川
二
四
六
）
が
新

蚕
二
八
’
○
一
○
三
無
料
で
、
す
べ
て
秘
密
に
あ
つ
か
っ
て
し
く
厚
生
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

三
一
一

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

一
三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

一
三

三

三

一
一
一
三

一
一
三

三

三
三
一

三

一
三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

一
三

三

三

三

三

一

三

三

二

三

三

一

三

三

三

三

三

一

三

三

三

三

三

三

一
三

ん
だ
集
落
の
あ
っ
た
場
所
で
あ
る
。
武
士
・
商
人
・
農
民
な
ど
が
住
ん
で
い
Ⅲ

一
永
禄
九
年
の
記
事
に
は
、
「
妙
授
霊
た
の
で
あ
る
。

永
禄
九
年
の
記
事
に
は
、
｜
妙
授
霊

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

六
・
廿
二
宿
う
さ
み
備
後
守
御
内

、
「
妙
浄
霊
七
・
八
宿
対
馬
皆

」

川
」
と
み
え
る
。
宇
佐
美
備
後
守
は
安

良
川
の
館
に
い
た
宇
佐
美
氏
の
一
族
で

あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
宿
は
安
良
川
の

宿
と
思
わ
れ
る
。
安
良
川
の
台
地
沿
い

に
は
赤
浜
に
行
く
道
と
、
島
名
の
方
に

行
く
道
が
あ
り
、
宿
が
形
成
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
島
名
の
小
字
に
も
、
宿

尻
が
あ
る
。

天
正
十
年
二
五
八
二
）
の
記
事
に

も
、
「
妙
光
霊
六
・
廿
八
日
宿
皆

川
善
兵
衛
母
儀
」
、
「
蓮
高
霊
七
・

廿
七
宿
対
馬
守
□
□
」
と
あ
る
。
皆

川
善
兵
衛
や
対
馬
守
は
、
大
塚
氏
か
宇

佐
美
氏
に
仕
え
た
武
士
と
思
わ
れ
る
。

安
良
川
の
道
路
沿
い
に
並
ん
だ
宿
に
は

ー

､、

安
良
川
の
道
路
と
家
並

ｲ ｮ

ま
す‐
0無

料
人
権
相
談

§

；
…参

霧噺

》
一
一
錘
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国民健康保険証の検認を

健
康
づ
く
り
ラ
ブ
や
他
の
地
区
に
お
い
て
も
「
食
生

活
の
話
」
や
、
「
乳
が
ん
の
自
己
検
診

一
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
活
動
法
」
「
ね
た
き
り
の
か
た
の
お
世
話
の

一
と
し
て
、
市
役
所
の
保
健
婦
が
、
地
区
し
か
た
」
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

に
出
向
い
て
い
ろ
い
ろ
と
指
導
・
相
談
体
の
健
康
は
、
自
分
で
気
を
つ
け
た

を
行
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
駒
木
原
い
も
の
で
す
。
地
区
の
人
た
ち
、
あ
る

地
区
で
は
、
貧
血
や
高
血
圧
予
防
に
つ
い
は
グ
ル
ー
プ
で
聞
い
て
み
た
い
な
ど

い
て
の
話
や
実
習
、
家
庭
で
の
病
人
の
の
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
衛
生
課

考
玉
鰊
示

‐
ま
ず
健
康
⑲

現在使用されている国民健康保険の被保険者証の内容確認のため、

次の日ど')で検認を行います。検認を受けませんと、 4月1日以降

保険証は使用できなくなりますのでご注意ください。

保険証と印鑑を持参のうえかならず受けてください。

ー

間 該 当 地

： 00横川、大金田、持山

: 50 下君田、柳沢

: 00上君田全域、大荷田

間

：

：

㈹卯伽

上君田全域、大荷田

区

杣

時

9 ： 30～1(）

10 ： 20～10

時

9 ： 30～1()

10 ： 20～10

と き と こ ろ

横j I l老人クラブﾞ

集会所

一F君田にこにこ

クラブ集会所
上君田生活改善
センター

3月23日㈲若栗公民館

大能公民館

鈴木義康氏宅

一別

別
一
仙

㈹

若栗全域

大能全域

11 ： 20～1220～12

Ⅱ

00～13

50～14

30～14

｜昭

咽
一
Ⅲ 文添全域

中戸) | | 、米平、鳥曽根、田代 衛
生
課
保
健
婦
Ｉ

中戸川公民館 15 : 20~15
高戸、赤浜、上手綱、下手綱3月26日(月）

3月27日(火）

3月28日㈱

市役所

1 階

保険年金課

高浜町､有明町､肥前町､東本町

大和町 春日町、本町8 ： 30～17： 00

3月29日休）

3月30日(金)

安良川、高萩

島名、秋山、

石滝

’ 福平

(9)



勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、
利
用
者
○
対
象
者
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務

菫
三
三
三
一
三
ヨ
ョ
三
三
三
二
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
一
二
三
…
…
三
三
三
三
一
二
三
三
三
三
一
三
三
一
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
一
Ⅲ

使
用
済
み
の
乾
電
池
が
廃
棄
さ
れ
た

場
合
に
、
乾
電
池
に
含
ま
れ
る
水
銀
に

よ
る
環
境
汚
染
の
発
生
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
そ
の
対
策
と
し

て
販
売
ル
ー
ト
の
逆
ル
ー
ト
回
収
（
小

売
店
↓
卸
し
店
↓
メ
ー
カ
ー
）
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
使
用
済
の
乾
電
池
は

小
売
店
へ
お
戻
し
く
だ
さ
い
。

○
対
象
ボ
タ
ン
電
池
（
カ
メ
ラ
、
時

計
な
ど
に
使
用
す
る
電
池
）

｢~~了

|

ｌ 水
銀
電
池
を
回
収

’

健
康
と
体
力
づ
く
り
の
一
環
と
し
て

硬
式
テ
ニ
ス
教
室
を
開
催
す
る
た
め
生

徒
を
募
集
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

○
日
時
四
月
十
二
・
十
三
、
十
七
～

二
十
日
、
二
十
四
～
二
十
七
日
ま
で

の
十
日
間
。
午
前
九
時
か
ら
十
一
時

三
十
分
。

○
会
場
高
萩
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

に
よ
る
講
座
・
ク
ラ
ブ
の
発
表
会
を
行

い
ま
す
・
お
気
軽
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

○
と
き
三
月
十
一
日
午
前
十
時
か
ら

○
と
こ
ろ
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

｢一一

! =
|生天
|徒教

まちに来てまちをさまよい

まちの心にふれんとす

ほとけの道を語りしが

人も心もふれあわず

年月やむなしきことのみ多ければ

いざやわが故里
ﾐ ロク

弥勒のもと|こ帰りなん 良寛詩

絵伊藤龍馬
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春待つ心

（
》

雪↓
一
環
と
し
て
、

I

’
I I

酒
を
飲
み
す
ぎ
て
体
を
こ
わ
し
、
家

族
を
泣
か
せ
、
自
分
で
も
酒
を
や
め
た

い
が
や
め
ら
れ
ず
に
苦
し
ん
で
い
る
か

た
・
悩
ん
で
い
る
家
族
の
か
た
・
断
酒

会
と
い
う
会
が
あ
り
ま
す
。

一
人
で
は
ど
う
し
て
も
や
め
ら
れ
な

か
っ
た
酒
害
体
験
者
、
家
族
が
、
断
酒

を
続
け
よ
う
と
力
を
合
わ
せ
て
集
ま
っ

た
会
な
の
で
す
。
苦
し
ん
で
い
る
か
た
、

お
い
て
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

し
て
い
る
人
（
教
室
参
加
未
経
験
者

に
限
る
）

○
参
加
費
二
千
円
（
傷
害
保
険
料
を

含
む
）

○
申
込
期
間
二
月
二
十
一
日
か
ら
四

月
五
日
。
参
加
費
を
添
え
て
市
民
体

育
館
（
冠
二
三
～
二
五
五
二
）
へ
。

｢
曙訓
h %1

学校用務手を募集

○募集人員 1名（用務手）

○応募資格

（1旧召和59年4月1日現在満35歳未満で日本国籍

を有する人（男女を問わず）

(2)市内の小・中学校に通勤可能なかた･

○受付期間 3月8日から3月23日まで

※申込害に履歴書、卒業証明書および成績証明書

を添えて､市長公室職貝課へ申し込んでください。

正しい自動車の登録を
地
域
福
祉
活
動
の
積
極
的
な
推
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
「
第
十
一
回
社

会
福
祉
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
市
民

場
所
有
明
集
会
所

日
時
毎
月
第
一
・
第
三
水
曜
日

午
後
七
時
か
ら
九
時

連
絡
先
沼
田
（
冠
二
三
一
八
二

「－－－

|箕
|福

笑
L毫

：～人口と世帯～
○住所を変更した人 ○自動車を売却または交換

した人 ○下取車として提供した人 ○他県ナン

バー車を使用している人などは、 自動車税を納税

する場合、 トラブルが非常に多くなります。

すみやかに管轄陸運事務所で所定の手続きをお

願いいたします。

○茨城県陸運事務所（水戸）登録課（冠0292-47

-5118)

○高萩県税事務所（冠22-2221）

前月比

33，453 （＋17）

16，410 （＋5）

17， 043 （＋12）

9，949 （－1）

(5畔2月1日現在）

ー

雌
男
女
味

』

I ；

善
意
あ
り
が
と
う

園
寄
贈
市
立
図
書
館
へ

古
耆
お
よ
び
新
書

○
高
藤
洋
子
さ
ん
Ⅱ
島
名

○
伊
藤
実
さ
ん
Ⅱ
安
良
川

○
穴
沢
伸
江
さ
ん
Ⅱ
本
町

○
斉
藤
通
孝
さ
ん
Ⅱ
日
立
市

○
上
遠
野
長
政
さ
ん
Ⅱ
高
萩

○
根
本
み
ど
り
さ
ん
Ⅱ
本
町

○
石
井
康
雄
さ
ん
Ⅱ
安
良
川

○
伊
藤
平
樹
さ
ん
Ⅱ
安
良
川

○
棚
谷
尚
恵
さ
ん
Ⅱ
安
良
川

日曜当番医＆
乢
唾
凹
判
〕

の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
日
時
三
月
二
十
三
日
、
午
前
十
時

か
ら

○
会
場
市
文
化
会
館
ホ
ー
ル

○
内
容
顕
彰
・
事
例
発
表
・
映
画

4月8日トー

時間は、いずれも午前9時から午後4時までです。

⑩

3月25日 |宍戸医院
内田病院4月1日

4月22日

樋渡医院
石病院

飯島医院

十干医院

安良川

大和町

大和町

十王町

大和町

東本町|⑳'7]］

⑬2318

⑳2137

⑳2235

⑫3266

⑫2202


